
くだもの博士・松本先生と
40品種のリンゴ達が繰り広げる

くだもの博士 松本先生

普段スーパーではなかなか出会えない、
多様なリンゴ達を、あなたの目、鼻、口、手
と身体全体で感じてみませんか！？

共催 静岡大学農学部園芸イノベーション学研究室✕フィールド園芸舎✕健康文化交流館来・て・こ
後援 株式会社田子重

新時代の の楽しみ方

□日 時：2023年 12月2日(土) 13:00～16:00
□会 場：健康文化交流館来・て・こ 302活動室

□参加費：お一人様3,000円 （試食代・お土産代等を含む）

□対 象：くだものの歴史・品種・味などに興味があり、それ

らを活用し、生活を豊かにする交流・活動を行い

たい方 30人

□講 師：松本和浩氏（静岡大学農学部 教授）

中込光穂氏（静岡大学農学専攻２年・フィールド園芸舎）

□申 込：11月1日(水)10:00～、お電話にて

健康文化交流館来・て・こ（Tel: 054-202-4300）

或いはGoogleフォームから →

https://forms.gle/1BRPmcJZjatYWUpEA



講座紹介

講師紹介

松本 和浩 氏（静岡大学農学部教授・園芸学）
1977年静岡県生まれ。鳥取大学出身。2008年から8年半に
わたり弘前大学藤崎農場で果肉の赤いリンゴ「紅の夢」など、
リンゴの栽培・育成研究に従事。2016年に静岡大学農学部に
赴任。消費者と生産者を繋ぎ、園芸生産物を通して皆が幸せ
になれる社会の形成を目指している。

中込 光穂 氏（静岡大学総合科学技術研究科農学専攻２年・フィールド園芸舎）
1999年長野県生まれ。2018年に静岡大学農学部入学。2020
年より松本研究室で、クッキングアップルの果肉崩壊機構を解
明する研究に従事。本年、フィールド園芸舎を設立し、くだもの
の多様な魅力を広く市民に発信する活動をスタートさせた。

会場案内

果肉が赤いリンゴ、1個1,500円もするリンゴ、フランス菓子タルトタタン専用
のリンゴ、縄文人が食べていたリンゴ…。聞くだけでもなんだかワクワクしませ
んか？皆さんが小売店で目にするリンゴは，多様なリンゴの遺伝資源のごく一
部。世の中にはあなたが知らない個性的なリンゴがたくさんあるのです。見た
目や味だけではありません、その一つ一つに、隠れた魅力的な物語がしっかり
と残されているのです。本講座には、リンゴ「ふじ」の生まれ故郷、青森県藤崎
町から40品種がやってきます。これだけの品種が一堂に会する機会は極めて
まれ。さらに今回は試食することもできるんです！解説はこれらのリンゴを知り
尽くしたくだもの博士松本先生。弟子の中込も皆さんの理解を深める手助け
をします。お土産で珍しいリンゴも持ち帰られるかも？さあ、あなたも身体全体
で、リンゴの知られざる世界にどっぷりと浸る3時間をお楽しみください！

静岡市健康文化交流館来･て･こ
〒422-8021静岡市駿河区小鹿2丁目25-45
TEL：054-202-4300 FAX：054-285-2605
URL：https://sgc.shizuokacity.jp/

駐車場：約150台※満車の場合もあります
バス：JR静岡駅より、
みなみ線「小鹿営業所」下車徒歩１分
美和大谷線「競輪場入口」下車徒歩７分
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